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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月15日(2011.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（発明の簡単な要旨）
　本発明は、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む処方物による、感染組織
を処置する方法に関する。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む、抗微生物活性を有する処方物。
（項目２）
　前記抗炎症化合物が、
ＮＳＡＩＤ、抗アレルギー剤およびそれらの組合せからなる群から選択される、項目１に
記載の処方物。
（項目３）
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸がクロロタウリンである、項目１に記載の処方物。
（項目４）



(2) JP 2010-526085 A5 2012.6.7

　前記クロロタウリンが２，２－ジメチル－Ｎ，Ｎ－ジクロロタウリンナトリウムである
、項目３に記載の処方物。
（項目５）
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸が前記処方物の成分とイオン対を形成する、項目３に記載
の処方物。
（項目６）
　組織感染を処置するための方法であって、
　前記感染組織を、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む処方物の薬学的に
有効な量と接触させる工程を含む方法。
（項目７）
　前記抗炎症化合物が、
　ＮＳＡＩＤ、抗アレルギー剤およびそれらの組合せからなる群から選択される、項目６
に記載の方法。
（項目８）
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸がクロロタウリンである、項目６に記載の方法。
（項目９）
　前記クロロタウリンが２，２－ジメチル－Ｎ，Ｎ－ジクロロタウリンナトリウムである
、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記感染組織が、眼、耳、鼻、副鼻腔または皮膚組織である、項目６に記載の方法。
（項目１１）
　前記処方物が二液性処方物である、項目６に記載の方法。
（項目１２）
　呼吸器感染症を処置するための方法であって、
　該呼吸器の感染部位を、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む処方物の薬
学的に有効な量と接触させる工程を含む方法。
（項目１３）
　前記呼吸器の感染が、
　副鼻腔組織感染、鼻感染、上部呼吸器感染、肺／下部呼吸器感染、食道感染およびそれ
らの組合せからなる群から選択される、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　組織感染を予防するための方法であって、
　感染リスクのある組織を、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む処方物の
薬学的に有効な量と接触させる工程を含む方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物を含む、抗微生物活性を有する処方物。
【請求項２】
　前記抗炎症化合物が、
ＮＳＡＩＤ、抗アレルギー剤およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１
に記載の処方物。
【請求項３】
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸がクロロタウリンである、請求項１に記載の処方物。
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【請求項４】
　前記クロロタウリンが２，２－ジメチル－Ｎ，Ｎ－ジクロロタウリンナトリウムである
、請求項３に記載の処方物。
【請求項５】
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸が前記処方物の成分とイオン対を形成する、請求項３に記
載の処方物。
【請求項６】
　組織感染を処置するための処方物であって、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合
物を含む処方物。
【請求項７】
　前記抗炎症化合物が、
　ＮＳＡＩＤ、抗アレルギー剤およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項
６に記載の処方物。
【請求項８】
　前記Ｎ－ハロゲン化アミノ酸がクロロタウリンである、請求項６に記載の処方物。
【請求項９】
　前記クロロタウリンが２，２－ジメチル－Ｎ，Ｎ－ジクロロタウリンナトリウムである
、請求項８に記載の処方物。
【請求項１０】
　前記組織が、眼、耳、鼻、副鼻腔または皮膚組織である、請求項６に記載の処方物。
【請求項１１】
　前記処方物が二液性処方物である、請求項６に記載の処方物。
【請求項１２】
　呼吸器感染症を処置するための処方物であって、Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症
化合物の薬学的に有効な量を含む処方物。
【請求項１３】
　前記呼吸器の感染が、
　副鼻腔組織感染、鼻感染、上部呼吸器感染、肺／下部呼吸器感染、食道感染およびそれ
らの組合せからなる群から選択される、請求項１２に記載の処方物。
【請求項１４】
　組織感染を予防するための処方物であって、
　Ｎ－ハロゲン化アミノ酸および抗炎症化合物の薬学的に有効な量を含む処方物。
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